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１ 問題を先送りする方法

経済取引は原則として金融を伴っている。

直接、資金を支払わない場合も多い。この時には金融と無関係であると思われるかも

しれない。しかし、この金額は将来的には支払わなければならない。これをどのように

考えるかである。

この場合には、いったんその時点で支払いをした上で、その資金を相手から借り、将

来の決まった時点でその資金を返済すると考えることができる。このようにすると経済

取引を簡単にすることができる。資金の貸借を介在させることによって、すべての経済

取引を金融取引に引き直すことができるからである。

ここで重要になるのが貸借である。貸借を利用すれば、資金がなくても買うことがで

きる。ものが手に入れば、それを使うことができる。このようにして何の犠牲も払うこ

となく、ものを使うことができ、幸せを手にすることができる。

通常そのような取引は止めようとするであろう。資金を支払って買うのが当然と考え
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られているからである。ところが資金がない時がある。その場合に取引を止めるか、あ

るいは資金がなくても取引を進めるかの判断が重要である。

経済活動では時期が重要である。その時に必要であって、後では間に合わないことが

ある。たとえば、今、資金を手当てしなければ、不渡りが出て倒産するような場合がそ

の典型である。倒産すると再起不能となるため、どれほどの犠牲を払っても資金を手に

入れなければならない。

たとえどれほど金利が高くても資金を借りる必要が出てくる。工面した資金で急場を

凌ぐのである。そうしておいて、危機を乗り切り、体質を改善して、健全な状態へ戻る

ことに努めるわけである。

経済活動をしていると絶えず問題が起きてくる。それを乗り越えながら活動を続けて

いる。しかしながら、いつも旨く問題を解決できるとはかぎらない。その場合には、いっ

たん危機を回避しても、やがてはまたも同様のことが起こってくる。その時には再び同

じことをせざるをえない。

このようなことを繰り返しながら、その間に問題を解消していけばよい。関係者の誰

もがそれを望んでいると考えられる。ところが、人間は弱いものである。緊急事態を乗

り越えることができれば、ほっとして、改善や改革を後回しにしがちである。

改善や改革は辛いからである。できれば、従来どおりにしたいという気持ちが働く。

それが許されない場合には、やむなく無理して改善に取り組まざるをえない。逃げる方

法が見つかれば、それに依存して改善を後回しにしようとする。

金融を利用すれば、簡単に苦しみから逃げることができる。

２ 限界を押し上げる方法

通常の経済活動では、いろいろな問題が出ても、それらを解決していかなければなら

ない。それは後ろ向きの問題だけではない。より積極的に活動するための問題もある。

売上げを伸ばすための無理がその典型である。

通常は人々が頑張って目標を達成しようとする。人間の能力には限りがない。そのつ

もりで頑張ると、見違えるような成果が出てくる。それでも限界がある。その限界を押

し上げる方法がある。

金融を活用するのである。売上げを増やすためには、買ってもらわなければならない。

買う資金がなければ、資金を貸せばよい。借りた資金で買ってもらえば、売上げを増や
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すことができる。

そのようなことは長続きするはずがない。そこで、それは禁じ手となっている。自分

の売上げを増やすために、自分のお客に資金を貸して、それで買ってもらうようなこと

が許されるはずがないことは誰でも分ることである。

ところが、それを別の人を介在させると違ってくる。第三者に資金を貸し、それをお

客に又貸しさせて、自分のものを買ってもらうのである。あからさまに行えば、分って

しまう。そこで第三者として直接関係がないところを利用するのである。

このような手を打つことができれば、売上げを無理して押し上げることもできる。

その場合、必ずしも第三者に対して自分が資金を貸す必要はない。誰かが貸せばよい

のである。その場合には、自分の意思が働かない。自分がそのように企む必要がないと

言ってもよい。

そのような道が通じていると、自然に自分の売り上げが増えていく。それが国全体と

しても妥当する。世界全体でも起こりうる。

３ 限界後の大変動

通常はそのようなことは起こらない。資金を借りて使えば、楽に過ごすことができる

ことは誰でも知っている。しかし、いったん借りた資金を返すことを考えると、借りる

気にならないからである。

借りた資金を返すためには、余計に稼ぐか、支出を切り詰めなければならない。それ

が大変であることは明らかである。後で返さなければならないと考えると、資金を借り

ないであろう。本気になって返すつもりがない場合には、違ってくる。資金を借りるこ

とに躊躇しなくなることが考えられる。

借金をしてその資金を使い始めると、便利である。自ら努力しなくても楽に経済活動

ができるからである。自分自身にとって好ましいだけではない。活発に活動すると、関

係する周りに活況が伝わり、良い影響を及ぼす。すべての人々にとってよいこと尽くめ

となる。それが国家にとっても、世界経済にとっても妥当する。

したがって一度、この動きが始まると、止まることがない。何時までも進行する。し

かもそれが加速する可能性がある。より大きな資金を借りて使えば、少なくとも目先は、

より幸せになることができるからである。

その結果、異常な状況となっていく。余りにも活発な経済となって、需要が増えすぎ
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てインフレとなるために、抑制しなければならなくなることが考えられる。そのような

状況が出てこないと、限界が見えてこないと言ってもよい。

それでも、いずれは借りることができない時期が来る。それでも借金残高が限界に達

するまでにはかなり長い期間が掛かるものである。経済力の弱い人の場合には、早々に

限界に達する。ところが経済力が強いと思われていると、なかなか限界が現れない。

それだけに、限界に達したときには、どうにも仕方がないほどの借金残高となってい

るものである。そこに至ったと考えられた時点から、崩壊が始まる。一挙に正常化する。

正常な水準よりも、はるかに高い水準へと押し上げられていた経済活動は一挙に正常な

水準へ落ち込む。いや正常水準を通り越し、今までの反動として極端に低い水準へと下

落するであろう。

大変動が現れる。その変動幅は経済力が大きいところほど大きくなる。国家の場合に

それが考えられる。我が国の財政が破滅的な状況であるにもかかわらず、依然として極

端な悪化を続けている。まだ、しばらくはこの事態が続いた後、破滅的な事態に進むこ

とになろう。深刻なこの点の状況を記述することは別の機会に譲ることにしよう。

４ アメリカの膨大な国際収支の赤字

世界経済でも限界が近づいているように思われる。

世界経済に最も大きな影響を及ぼすのはアメリカ経済である。世界最大の経済大国で

あり、世界各国から大量の輸入をしているからである。そのお陰で世界各国は大いに助

けられている。アメリカへ大量に輸出ができ、国内の経済水準が上がっているからであ

る。

各国の経済水準が上がり、それにしたがって他の国から輸入を増やしているため、世

界経済全体がさらに押し上げられている。その動きはアメリカ経済をも潤していると考

えられる。

その元になっているアメリカの輸入は輸出に応じた分だけに止まっていない。貿易赤

字は莫大な金額となっている。

赤字分だけ余分に支払わなければならない。アメリカは膨大な対外資産を蓄積してい

たため、それを取り崩せば支払いができる。アメリカが市場最高に溜め込んだときの対

外純資産は３，６００億ドルに上った。

したがって、経常収支が赤字でも構わなかった。しかし、年間千億ドルの赤字はアメ
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リカといえども大きすぎる。そのように大幅な赤字を続ければ４年間はもたないからで

ある。

ところが現実にアメリカは１９９７年まで千億ドルを超えた赤字を４年も続けた。そして

その翌年には赤字が２千億ドルになり、翌年３千億ドル近づき、その翌年４千億ドル、

その翌年に４千億ドルを少し割ったものの、翌年すなわち２００２年には４．８千億ドルとなっ

た。２００３年には５千億ドルを越えるであろう。

想像を絶する大きな経常収支の赤字である。これほどの赤字を出し続けることは考え

られないことである。その前に国内景気を引き締めて輸入を抑制するからである。とこ

ろがアメリカはそれをやっていない。アメリカでは作っていない物が増えてきた。それ

を海外へ依存せざるをえない。アメリカの輸入依存度は上昇している。

アメリカが大量に輸入してくれることは世界の各国にとって有難いことである。大量

に輸出ができて、景気を引上げてくれるからである。このような恩恵に浴しているのが

我が国であり、中国である。もちろん世界中が何らかの恩恵を受けている。それらの国々

が輸出で得た資金を元にして日本から輸入するお陰で我が国は全世界へ輸出ができて助

かっている。世界中の経済が押し上げられているのである。

５ 対外純借金の急増

一方、アメリカは不足する赤字分だけの資金を借りなければならない。対外借金が増

加する。２００２年末の対外純借金は２．３兆ドルを突破してしまった。２００３年末には２．８兆ドル

に達するであろう。

莫大な借金残高であり、しかも急増している。ここまで事態が悪化することは考えら

れない。はるか以前の段階で是正策が講じられるのが普通である。純借金が年間の収入

を超えることは考えられないからである。

借金の金利の支払いを収入で行わなければならない。それを考えれば、おのずから借

金には限界があるからである。ところがアメリカは物とサービスを含んだ輸出の総額は

１兆ドルしかない。借金が過大になっているのである。

これほどの借金をしている国に資金を貸すことは考えられない。資金がまともに返し

てもらえないからである。ところが実際には世界中の政府や人々がアメリカへ資金を貸

し続けている。そのお陰でアメリカは海外から輸入を続けることができているのであ

る。
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このような資金の動きの背景にはドルに対する信頼感すなわちアメリカの経済に対す

る信頼感があるためと考えられる。アメリカ経済が強大であるとの思い込みである。

経済の実態を示すのは収支である。企業であれば企業収益である。国家であれば国際

収支である。アメリカの経常収支は膨大な赤字であり、その結果、莫大な借金残高となっ

ている。そのアメリカが信頼されているのは単なる幻想に過ぎない。

６ ドル相場の下落

その幻想はドル相場の強さによって裏打ちされていると思われる。ドル相場がもしも

下落すると、世界の人々がアメリカ経済を見直す可能性が出てくる。アメリカ経済の赤

字体質は明瞭であり、対外純借金にも注目が集まる恐れがある。

アメリカ経済に対する幻想が冷める時が恐ろしい。世界中の人々が持っているアメリ

カの資産を売って、ドルを手に入れ、そのドルを売ろうとすると、莫大なドルが売られ

ることになる。G7の政府や中央銀行が買い向かっても対抗できるような金額ではない。

ドル相場は大きく下落する可能性がある。それがアメリカ経済に対する信頼感をさら

に低下させる。今まで良い循環によって支えられてきたアメリカ経済も世界経済も反転

する可能性が出てくる。

長年にわたって、金融の力を利用して経済水準を押し上げてきた。その金融の力が限

界に達しつつあるように思われる。そして限界を過ぎると、何かの契機で、一気に崩落

が起こる可能性がある。恐ろしい事態に近づいているように思われる。
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名目GDP 国際収支（サービス含む）（百万ドル） 対外純資産（百万ドル）

（億ドル） 輸出 輸入 貿易収支 経常収支 経常価格 市場価格

１９７０ １０，３９７ ５６，６４０ ５４，３８６ ２，２５４ ２，３３１ － －

１９７１ １１，２８６ ５９，６７７ ６０，９７９ －１，３０２ －１，４３３ － －

１９７２ １２，４０４ ６７，２２２ ７２，６６５ －５，４４３ －５，７９５ － －

１９７３ １３，８５５ ９１，２４２ ８９，３４２ １，９００ ７，１４０ － －

１９７４ １５，０１０ １２０，８９７ １２５，１９０ －４，２９３ １，９６２ － －

１９７５ １６，３５２ １３２，５８５ １２０，１８１ １２，４０４ １８，１１６ － －

１９７６ １８，２３９ １４２，７１６ １４８，７９８ －６，０８２ ４，２９５ １６４，８３２ －

１９７７ ２０，３１４ １５２，３０１ １７９，５４７ －２７，２４６ －１４，３３５ １７１，４４０ －

１９７８ ２２，９５９ １７８，４２８ ２０８，１９１ －２９，７６３ －１５，１４３ ２０６，４２３ －

１９７９ ２５，６６４ ２２４，１３１ ２４８，６９６ －２４，５６５ －２８５ ３１６，９２６ －

１９８０ ２７，９５６ ２７１，８３４ ２９１，２４１ －１９，４０７ ２，３１７ ３６０，８３８ －

１９８１ ３１，３１３ ２９４，３９８ ３１０，５７０ －１６，１７２ ５，０３０ ３３９，７６７ －

１９８２ ３２，５９２ ２７５，２３６ ２９９，３９１ －２４，１５６ －５，５３６ ３２８，９５４ ２３５，９４７

１９８３ ３５，３４９ ２６６，１０６ ３２３，８７４ －５７，７６７ －３８，６９１ ２９８，３０４ ２５７，３９３

１９８４ ３９，３２７ ２９１，０９４ ４００，１６６ －１０９，０７２ －９４，３４４ １６０，６９５ １３４，０８８

１９８５ ４２，１３０ ２８９，０７０ ４１０，９５０ －１２１，８８０ －１１８，１５５ ５４，３４３ ９６，８８６

１９８６ ４４，５２９ ３１０，０３３ ４４８，５７２ －１３８，５３８ －１４７，１７７ －３６，２０９ １００，７８２

１９８７ ４７，４２５ ３４８，８６９ ５００，５５２ －１５１，６８４ －１６０，６５５ －８０，００７ ５０，５２９

１９８８ ５１，０８３ ４３１，１４９ ５４５，７１５ －１１４，５６６ －１２１，１５３ －１７８，４７０ １０，４６６

１９８９ ５４，８９１ ４８７，００３ ５８０，１４４ －９３，１４１ －９９，４８６ －２５９，５０６ －４６，９８７

１９９０ ５８，０３２ ５３５，２３３ ６１６，０９３ －８０，８６０ －７８，９６５ －２４５，３４７ －１６４，４９５

１９９１ ５９，８６２ ５７８，３４４ ６０９，４７９ －３１，１３５ ３，７４７ －３０９，２５９ －２６０，８１９

１９９２ ６３，１８９ ６１６，４５５ ６５４，６３９ －３８，１８６ －４８，０１３ －４３１，１９８ －４５２，３０５

１９９３ ６６，４２３ ６４２，３７６ ７１１，５４２ －６９，１６６ －８１，９８９ －３０６，９５６ －１４４，２６８

１９９４ ７０，５４３ ７０２，６２２ ７９９，８１１ －９７，１８８ －１１７，６７８ －３１１，８８２ －１２３，７３６

１９９５ ７４，００５ ７９３，７２５ ８８８，７９４ －９５，０６９ －１０５，２１７ －４９５，９６６ －３４３，３４０

１９９６ ７８，１３２ ８５０，８７７ ９５３，７４６ －１０２，８６９ －１１７，２０３ －５２１，５４５ －３８６，５１４

１９９７ ８３，１８４ ９３３，８７３ １，０４０，９２０ －１０７，０４８ －１２７，６８４ －８３３，１５８ －８３５，２０８

１９９８ ８７，８１５ ９３２，５５８ １，０９５，７１１ －１６３，１５３ －２０４，６９１ －９１８，６７９－１，０９４，０９０

１９９９ ９２，７４３ ９５７，１４６ １，２１９，３８３ －２６１，２０２ －２９０，８４６ －７９７，５５９－１，０６８，７５９

２０００ ９８，２４６ １，０７０，０５４ １，４４５，４３８ －３７５，３８４ －４１１，４５８－１，３８７，７４１－１，５８８，１６４

２００１ １００，８２２ １，００７，５８０ １，３６５，３９９ －３５７，８１９ －３９３，７４５－１，９７９，９０６－２，３１４，２７１

２００２ １０４，４６２ ９７４，１０７ １，３９２，１４５ －４１８，０３８ －４８０，８６１－２，３８７，２１１－２，６０５，１５５

アメリカの国際収支

金融の役割と限界

― ７ ―


